
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

需用費

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

7,525 6,867 6,867

４５－４４８２山下　豊 連絡先

4406

H18（目標）

目標

H19（目標）

名            称コードコード 名               称
一般会計
教育費
社会教育費
教育集会所費

互いを認め合い、すべての人の人権を尊重する

01
１０１
０５
０８

会計
款
項
目

A

総合評価
4
3
3

有効性
達成度

3642
4006

単位

44063642 4006

2,239 2,239

目標値

人

H17 H18 H19
実績値

6,867 6,867
1,556 1,556

7,525
1,798

189 192 192

2,880 2,880 2,880

2,658

教育集会所は、人権同和教育の拠点として広く市民に活動を行う場を恒常的に利用してもらう意味でも、日常の管理に万全を期さなければならな
い。

指標設定の考え方

地域住民やすべての住民が教育集会所を利用することにより人権
意識の向上が高まり完全解放につながる考えから利用者数を指
標とした。

人

目標

事業の目的の成果を測る指標

利用者延べ人数

H17

4必要性

教育集会所は、教育・文化と多様な人権・同和問題の解決に向けた事業を行っている。今後も積極的に取
り組んでいく必要がある。

4,645

効率性

評
価

3,987 3,987

H17 H18（予算）

0.4

H19（予算）

0.4

細目
細々目

１０１

地域住民の教育・文化の向上に向け、各種教室を実施する場所を提供し
人権・同和問題の解決に向けた事業に取り組む市民が増える。

成果（どうなるのか）

01
教育集会所管理経費
教育集会所管理経費

いがまち人権センター担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

施設管理を行う

運営主体

八幡町教育集会所・下郡教育集会所・寺田教育集会所・奥場野教育集会所

単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

利用者延べ人数

正規職員     （人） 0.4
活動指標

施設の管理・運営

教育集会所対象地域の住民

事業名

基本施策

1104

伊賀市　事務事業評価シート

教育集会所管理事業

38


